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今月の表紙
東北夢の桜街道第十一
番札所にもなっている
桜の名所、観音寺川の
桜並木。例年より約 1
週間早く開花となりま
した。この日は、さく
らこども園の園児たち
が桜のトンネルの中を
お散歩。「わぁ、きれ
いだねー」と笑顔を見
せていました。

【撮影日】　４月 19 日
【撮影場所】　観音寺川

【目次】
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付
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４
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19
日
か
ら
５
月
５
日
ま

で
、
観
音
寺
川
桜
ま
つ
り
に
合

わ
せ
て
、
七
色
変
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
商

工
会
青
年
部
と
Ｏ
Ｂ
有
志
に
よ

り
、
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
さ

れ
ま
し
た
。ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、

午
後
６
時
30
分
か
ら
午
後
10
時

ま
で
行
わ
れ
、
25
基
の
照
明
が

約
１
２
０
㍍
の
桜
並
木
を
七
色

に
照
ら
し
出
し
ま
し
た
。

　

西
村
和
貴
青
年
部
長
は
「
観

音
寺
川
の
桜
並
木
の
他
に
も
町

内
に
は
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
、
四
季
折
々
の
姿
を
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
観
音
寺
川
桜
ま
つ
り

に
は
、
例
年
を
大
幅
に
上
回
る

観
桜
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
実
行

委
員
会
事
務
局
の
佐
藤
静
二
さ

ん
は
「
桜
並
木
は
、
長
年
守
り

継
が
れ
て
き
た
地
元
の
宝
物
。

桜
ま
つ
り
に
対
す
る
川
桁
地
区

の
方
々
の
理
解
と
協
力
に
よ

り
、
多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
る
。
本
当
に
感

謝
し
て
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

写
真
提
供　

和
光
写
真
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　　　新採用職員紹介　
　～よろしくお願いします～

職員紹介

　現在、町の大きな課題のひとつ
が、少子化に伴う中学校・小学校
の統合です。これから実現に向け、
教育施設適正配置等推進委員会や
父兄の方々、関係機関との協議を
進めてまいります。このほかにも、
学校給食モニタリング事業や通学
路安全推進事業などを実施し、安
全な教育環境づくりに努めてまい
ります。また、外部講師の招聘や
教諭の研修などにより、学力向上
対策にも取り組んでまいります。

安全で良好な教育環境づくり
に努めてまいります

教
育
総
務
課
長

　
　
　

森
口　

勉
つ
と
む

　社会保障制度は、社会環境の変
化に伴い急速な変革をなしており
ますが、若者の定住化に向けて子
育てしやすい環境を整備するた
め、赤ちゃん健診や放課後児童ク
ラブの充実を図ってまいります。
また、わが町も少子高齢化に伴い
高齢者世帯が増加しており、地域
との繋がりが希薄化する中で、高
齢者サロンや介護予防のための運
動教室等の事業を展開し高齢者が
元気に暮らしやすい環境の整備を
図ってまいります。

子どもから高齢者まで住みや
すい環境づくりを目指します

保
健
福
祉
課
長

　
　
　

浅
井　

正ま
さ

博ひ
ろ

　安定した町の財政基盤を確保す
るため、適正・公平な賦課徴収を
確実に行うとともに、納税者の皆
様へのサービスの向上に努め、町
民皆様の信頼と理解を得ながら、
町税収入の確保に努めてまいりま
す。このことにより、「豊かな自
然とすべての命を大切にする活気
あるまちづくり」を基本理念とす
る第六次振興計画の実現へ向けた
各種事務事業の財源になるものと
考えております。

適正・公平な賦課徴収をし、
町の財源の確保に努めます

税
務
課
長

　
　
　

佐
藤　

重し
げ

則の
り

　住民生活に欠くことのできない
重要なライフラインである水道水
の供給のため、水源や水道施設の
適正な管理と施設整備により、安
全安心でおいしい水を安定して供
給できるよう良好な水道サービス
を行っていきます。また、生活環
境と公衆衛生の向上に寄与すると
ともに、猪苗代湖をはじめとする
公共用水域の水質保全に資するた
め、公共下水道事業や浄化槽設置
整備事業等の汚水処理事業に一体
的かつ積極的に取り組みます。

水道水の安定供給と公共用水
域の水質保全に努めます

上
下
水
道
課
長

　
　
　

古
川　

睦あ
つ

志し

　平成 30 年から米の生産数量目
標の配分は行われなくなり、需給
見通し、産地別の受給実績や在庫
等の情報を基に、町（地域協議会）
が計画を策定し、生産者は自己
の経営判断や販売戦略により、ど
の作物をどれだけ生産し販売する
かを決定することになります。産
地ブランドの確立と６次化を推進
し、売れる農産物の生産による農
業所得向上を目指し、併せて被害
の拡大が懸念されている鳥獣被害
対策の充実も図ってまいります。

農産物のブランド化・６次化
による農業所得向上を目指す

農
林
課
長

　
　
　

渡
部　

彰あ
き

啓ひ
ろ

　

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
に
よ
る

　

新
任
課
長
５
名
と
新
採
用
職
員
10
名

　

を
紹
介
し
ま
す
。

　短期大学を卒業し猪苗代

町へやってまいりました。

子どもたちと毎日、笑顔で

楽しく過ごせるよう頑張っ

ていきたいと思います。

よろしくお願いします。

ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園

保
育
教
諭　

馬
場
怜れ

い

菜な

（
20
）

　 　一人でも多くの方から信

頼され、愛される職員にな

れるよう熱い心を持って全

力で頑張っていきたいと決

意しています。よろしくお

願いいたします。

農
林
課

主
事　

飯
田
優ゆ

う

貴き

（
32
）

　

こ
ど
も
課

保
健
師　

本
間
沙さ

也や

加か

（
22
）

　町民の皆さんに対して丁

寧かつ正確な対応ができる

職員になるためにも、様々

な仕事を覚えていきたいで

す。これからよろしくお願

いします。

町
民
生
活
課

主
事　

菊
川
智さ

と

史し

（
29
）

　生まれ育った猪苗代町に

恩返しするために少しでも

早く仕事を覚え、町民の皆

さんに信頼して仕事を任せ

ていただける職員を目指し

て頑張ります。

税
務
課

主
事　

阿
部
友ゆ

う

輝き

（
22
）

　一日も早く仕事に慣れ、

正確、丁寧に働きたいです。

何よりも町民の皆さんが笑

顔で暮らせるように、一生

懸命がんばります。よろし

くお願いします。

総
務
課

主
事　

大
橋
美み

苗な
え

（
18
）

　保健福祉課に配属され、

まだまだ分からないことが

たくさんありますが、少し

でも早く仕事に慣れ、町の

ために一生懸命頑張りたい

と思います。

保
健
福
祉
課

主
事　

嘉か

齊さ
い

佳か

里り

奈な

（
19
）

　まだまだ未熟でわからな

いことばかりですが、町の

こと、仕事のことを早く覚

え、猪苗代町のお役に立て

るような職員となれるよう

一生懸命頑張ります。

総
務
課

主
事　

大
堀
泰や

す

弘ひ
ろ

（
26
）

　町民生活課での仕事は、

毎日町民の皆さんと接する

機会が多いので、的確でス

ムーズに要望に応えられる

よう先輩方のご指導のもと

頑張っていきたいです。

町
民
生
活
課

主
事　

幕ま
く

田た

あ
か
ね（
20
）

　毎日笑顔で子どもたちの

気持ちに寄り添い、一人一

人の好きなことや得意なこ

とを一緒に楽しんでいきた

いと思います。よろしくお

願いします。

ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園

保
育
教
諭　

渡
部
祥さ

ち

子こ

（
24
）

　最初はわからないことが

多く、ご迷惑をおかけする

ことも多々あるかと思いま

すが、一日でも早く仕事を

覚え、皆さんのお役に立て

るように頑張ります。

新
任
課
長
紹
介
と
あ
い
さ
つ

真剣な表情で研修を受ける新採用職員
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■平成 27 年度下半期財政状況

町のお金は　このように使われました

基
金
の
状
況

　
（
平
成
27
年
度
末
見
込
額
）

▼
財
政
調
整
基
金

８
億
２
３
０
１
万
９
千
円

▼
減
債
基
金

１
億
７
１
９
万
２
千
円

▼
温
泉
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金

２
３
５
万
５
千
円

▼
公
共
下
水
道
整
備
基
金

１
３
９
万
１
千
円

▼
ふ
る
さ
と
創
生
基
金

１
５
９
０
万
８
千
円

▼
リ
ゾ
ー
ト
開
発
環
境
整
備
基
金

８
２
４
万
６
千
円

▼
ふ
る
さ
と
水
と
土
保
全
基
金

１
０
６
８
万
円

▼
地
域
福
祉
基
金

２
億
７
９
３
万
１
千
円

▼
猪
苗
代
町
そ
ば
大
豆
等
刈
取
機

械
整
備
基
金

５
５
６
万
４
千
円

▼
震
災
復
興
基
金

７
９
３
３
万
７
千
円

▼
小
野
弥
太
郎
記
念
育
英
基
金

１
８
３
６
万
４
千
円

▼
中
津
川
渓
谷
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
基

金１
２
５
万
１
千
円

▼
森
林
環
境
整
備
基
金

０
円

◎
基
金
を
運
用
し
な
が
ら
事
業
を

実
施
す
る
も
の

▼
土
地
開
発
基
金

１
億
９
７
７
８
万
９
千
円

用
語
を
チ
ェ
ッ
ク

※
予
算
額
の
大
き
い
歳
出
科
目
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す

民
生
費	 

老
人
福
祉
や
児
童
福
祉
、

障
害
者
福
祉
、
保
育
所
の
運
営
な

ど
に
使
う
お
金

総
務
費	 

交
通
安
全
対
策
、
振
興

計
画
策
定
、
町
庁
舎
の
管
理
な
ど

に
使
う
お
金

土
木
費	 

町
道
の
舗
装
補
修
、
防

雪
柵
の
設
置
、
道
路
の
新
設
改
良
、

都
市
計
画
街
路
、
町
営
住
宅
維
持

管
理
な
ど
に
使
う
お
金

公
債
費	 

町
が
学
校
を
建
て
た
り
、

道
路
を
造
っ
た
り
す
る
と
き
に
借

り
た
お
金
を
返
す
た
め
の
も
の

（
借
り
た
お
金
は
毎
年
計
画
的
に

返
済
し
て
い
ま
す
）

教
育
費	 

小
中
学
校
や
こ
ど
も
園

の
教
育
環
境
の
整
備
、
生
涯
学
習
、

文
化
財
保
護
な
ど
に
使
う
お
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

財
務
係

☎（
62
）２
１
１
２

　

平
成
28
年
３
月
末
ま
で
に
使
っ
た
、町
の
お
金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
と
町
条
例
に
基
づ
き
、
毎
年
５
月
と
11
月
の
２
回
、
町

の
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
は
下
半
期
中
、
５
回
の
補
正
を
し
、
歳
入
歳
出
の
予
算
現
在
額
は

89
億
５
３
２
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
末
ま
で
の
予
算
現
在
額
に
対
す

る
収
入
割
合
は
83
・
１
％
、
支
出
割
合
は
88
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
な
ど
10
の
特
別
会
計
は
、
下
半
期
中
、
合
計
で
９
１
８
６
万
７
千
円

の
補
正
を
し
、
予
算
現
在
額
は
46
億
６
２
８
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
３
月

末
ま
で
の
予
算
現
在
額
に
対
す
る
収
入
割
合
は
82
・
４
％
、
支
出
割
合
は
96
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会　計　区　分 予算現在額 収　入　済　額 支　出　済　額
猪苗代地区財産区 476 万 2 千円 425 万 5 千円 306 万円　　
翁島地区財産区 293 万 4 千円 293 万 4 千円 137 万 5 千円
長瀬地区財産区 2,344 万 1 千円 2,335 万 1 千円 1,442 万 6 千円
吾妻地区財産区 1,185 万 7 千円 1,165 万 8 千円 1,109 万円　　　

国民健康保険 19 億 8,775 万 5 千円 16 億 9,393 万 6 千円 19 億 4,796 万 7 千円
公共下水道事業 5 億 3,217 万 8 千円 3 億 9,564 万 7 千円 5 億 1,501 万 7 千円
特定環境保全水道事業 1 億 3,647 万 8 千円 1 億 707 万 7 千円 1 億 2,821 万 8 千円
農業集落排水事業 1 億 4,509 万 6 千円 1 億 1,356 万 7 千円 1 億 4,079 万 3 千円
介護保険 16 億 5,339 万 5 千円 13 億 2,656 万 2 千円 15 億 6,520 万 8 千円
後期高齢者医療 1 億 6,495 万 4 千円 1 億 6,396 万 1 千円 1 億 6,377 万 7 千円

計 46 億 6,285 万円  　　　　　　　 38 億 4,294 万 8 千円 44 億 9,093 万 1 千円

一　　　般　　　会　　　計
総 務 3 億 1,171 万 3 千円
民 生 1 億 2,486 万 1 千円
農 林 水 産 1 億 9,629 万 5 千円
商 工 1,233 万 5 千円
土 木 24 億 5,183 万円　　    

公 営 住 宅 6 億 6,616 万 7 千円
消 防 　　　　6,626 万円
教 育 16 億 8,514 万 3 千円
臨時財政対策債など 37 億 3,664 万 6 千円

特　　　別　　　会　　　計
下水道事業 　　　　　　32 億 2,110 万 円                         

特定環境保全下水道事業 　   9 億     406 万円
農業集落排水事業 14 億 8,991 万 9 千円

地方消費税交付金　1 億 7,851 万 6 千円
地 方 譲 与 税             8,092 万 8 千円
利 子 割 交 付 金                284 万 6 千円
配 当 割 交 付 金                434 万円
株式等譲渡所得割交付金　　　  536 万 7 千円
ゴルフ場利用税交付金             2,155 万 9 千円 
自動車取得税交付金             1,107 万 2 千円
地方特例交付金　　         292 万 8 千円
交通安全対策特別交付金　　       260 万円
分担金および負担金　    　 3,319 万 3 千円 
寄　　付　　金             4,332 万 9 千円
繰　　入　　金    　　 3,326 万 3 千円 
　

6 億 9,105 万 3 千円　　 
5 億 4,770 万 6 千円

7 億     775 万 8 千円
3 億 4,308 万円

12 億 2,360 万円
  0 円

4 億 1,994 万 1 千円
5 億 1,342 万 5 千円

2 億 2,961 万 5 千円
2 億 3,017 万 9 千円

一  般  会  計
歳入歳出

町債現在高 （平成 27 年度末現在見込額）

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 3 億 7,369 万 8 千円 3 億 779 万 6 千円 6,590 万 2 千円
資　本　的 3,268 万 7 千円 1 億 2,262 万 4 千円 △ 8,993 万 7 千円

※資本的収支の不足額 8,993 万 7 千円は内部留保資金から補てんしました。

水道事業会計予算収支状況 （消費税込）

特別会計予算執行状況 （公営企業会計を除く）

◎一般会計合計　 92 億 5,125 万円

◎特別会計合計　 56 億 1,507 万 9 千円

●町債現在高合計
148 億 6,632 万 9 千円

予算現在額

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 7,823 万 3 千円 8,067 万 8 千円 △ 244 万円 5 千円
資　本　的                      536 万円  5,610 万 1 千円 △ 5,074 万 1 千円

※収益的・資本的収支の不足額 5,318 万 6 千円については、基金などから補
てんしました。

病院事業会計予算収支状況 （消費税込）

13 億     184 万 4 千円
          9 億 9,489 万 1 千円

9 億 2,572 万 6 千円
9 億 2,349 万 4 千円

  14 億 5,515 万円
  10 億 8,550 万 5 千円

4 億 2,540 万 6 千円
4 億 1,158 万円

4 億      116 万 9 千円
3 億 8,998 万 1 千円

3 億 5,901 万 1 千円
3 億 5,512 万 1 千円

7 億      497 万 6 千円
6 億 9,432 万 1 千円

1 億 4,030 万 5 千円
1 億 1,090 万 2 千円 

議    会    費　 1 億 1,362 万 9 千円
災害復旧費                113 万 2 千円     
予　備　費             2,554 万 4 千円

予算現在額

　公営企業会計

町民税
法人分
6,275 円

町たばこ税
8,821 円

軽自動車税
2,422 円

入湯税
2,563 円

みなさんが
納めた税金

予算総額は　　　　86 億 1,112 万 5 千円

9 億 8,611 万 6 千円
9 億 2,182 万 2 千円

   税負担額
 （町民１人あたり）

 11 万 6,402 円

純固定
資産税
6 万 7,481 円

固定資産等所在
市町村交付金
　　588 円

町民税
個人分
2 万 8,252 円

2 億 7,442 万 9 千円
2 億 7,442 万 9 千円

1 億 3,621 万 4 千円
1 億 3,198 万 3 千円

18 億 3,136 万 4 千円
18 億 3,649 万 9 千円

使用料及
び手数料

財産収入

教育費

地　方
交付税

繰入金
ほか

農林水
産業費

国　庫
支出金

議会費
ほか

消防費

商工費

衛生費

公債費

土木費

総務費

町　税

町　債

繰越金

諸収入

県支出金

民生費

1,435 万 4 千円
1,696 万 2 千円

予算現在額　19 億 1,142 万 2 千円
支出済額　　17 億　932 万 8 千円

予算現在額　30 億 8,279 万 7 千円   
収 入 済 額　32 億 6,938 万 3 千円
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霜の被害から農作物を守る

　農作物を霜の被害から守るため、関係機関と連携し対策技術の
指導や関連情報の提供などをする町防霜対策本部は 4 月 18 日、
町役場農林課に設置されました。役場正面玄関で行われた看板の
掲額式では、前後公町長が「適切な指導により、被害を未然に防
止できるようご協力をお願いします」とあいさつ。鈴木清信ＪＡ
会津よつばあいづ東部営農経済センター長と共に看板を掲げまし
た。対策本部の設置期間は 5 月末までの約１月半です。

町農林課内に防霜対策本部を設置

看板を設置する前後町長と鈴木センター長（右）

桜まつり前に公園をきれいに

　本町５区青年部の有志でつくる「除夜の鐘つき実行委員会」は
４月 10 日、亀ケ城公園の清掃活動を実施しました。除夜の鐘つ
きの際に出た炭の燃えかすなどのごみを拾おうと、雪解けを待っ
て実施したものです。当日は、同会のメンバー 14 人が参加。渡
部大介実行委員長は「５月には桜まつりが開かれるので、訪れた
皆さんにきれいな公園で気持ち良く過ごしてもらいたい」とメン
バーたちと共に熱心にごみを拾い集めていました。

除夜の鐘つき実行委員会が清掃活動

亀ケ城公園の清掃活動を行う実行委員会のメンバー

納税への長年の協力に感謝

大川原副町長から感謝状を受ける佐藤さん（左）

退任納税貯蓄組合長に感謝状贈呈

　町納税貯蓄組合永年在職（退職）者に対する表彰式は４月 14 日、
町役場で行われました。表彰は、町納税貯蓄組合長大会の席上で
行われ、長年にわたり組合長を務めた皆さんに、大川原久夫副町
長から感謝状とお礼の言葉が贈られました。感謝状を受けた皆さ
んは次のとおりです。（敬称略。かっこ内は行政区）
　佐藤正一郎（壺下）、水上亮一（金曲）、南波米男（幸野）、渡部渉（水沢）、
阿部徹（伯父ケ倉）

地域を守る消防団員に辞令

　町消防団の辞令交付式は４月３日、町役場で行われ、169 人
の団員に辞令が交付されました。五十嵐正義団長は「地域密着を
念頭に置き、町民の生命と財産を守るため、有事に備えて日々鍛
錬してほしい」とあいさつし、各分団の代表者に辞令を手渡しま
した。新入団員 43 人を代表し、小檜山祐樹さん（第 5 分団）が「良
心に従って消防の義務を遂行します」と宣誓、五十嵐団長から消
防団の法

は っ

被
ぴ

を受け取りました。

町消防団辞令交付式

五十嵐団長から辞令を受け取る古川智康さん（右）

あいさつする安部館長（左から２人目）と園児ら

雪だるまのプレゼント

　中の沢保育所園児５人は４月 15 日、いわき市のアクアマリン
ふくしまを訪れ、トド４頭に雪だるまのプレゼントを行いました。
アクアマリンふくしまの安部義孝館長、土屋重憲教育長のあいさ
つの後、園児たちが安部館長にミニ雪だるまをプレゼントしまし
た。飼育員がトドに雪玉を与えると、トドたちは大きな口を開け
てナイスキャッチ。園児たちは「とっても大きい」「かわいいね」
と笑顔でトドを見つめていました。

中の沢保育所園児がアクアマリンふくしまに

観光シーズンに向け清掃活動

ゴミ拾いに汗を流す佐藤美晴会長（左）と会員ら

町民とゼビオグループ社員が清掃活動

　壺下地区ふるさとを守る会とゼビオグループは３月 31 日、同
地区周辺の清掃活動を行いました。本格的な観光シーズンを前に
町内の環境美化を図るため実施したもので、参加者約 200 人が
早朝から汗を流しました。
　４月９日には、猪苗代地区の住民と同グループの新入社員など
約 100 人が中央通商店街や町役場周辺などの清掃活動を行いま
した。

まちのわだい
TOWN  TOPICS

スポーツ交流を活性化

　町は４月 11 日、楽天球団とスポーツ交流活動等に関するパー
トナー協定を締結しました。締結式は同日、町役場で行われ、前
後公町長と森井誠

まさ

之
ゆき

執行役員が協定書に調印しました。式では、
前後町長が「連携事業が充実することは、子どもたちの励みにな
る」とあいさつ。森井執行役員は「楽天は東北の球団であり、応
援歌には磐梯山が入っている。町民と球団とがお互いに支援と交
流を深めたい」と述べました。　

楽天球団とパートナー協定を締結

協定を締結した前後町長と森井執行役員（右）

ヤエザクラを植樹する内堀知事（中央）、前後町長（右か
ら２人目）、児童代表ら

桜を通じた国際交流	

　町内の小学 6 年生児童約 120 名は 4 月 22 日、びわ沢原森林
公園で漫画の国際審査の受賞者との国際交流会に参加しました。

「ふくしまサクラモリプロジェクト」を展開する福志会（本部・
東京）がコアミックス（本社・東京）と共同で開催。参加者は、漫
画に好きな言葉を書いた桜の形のシールを貼り、一つの作品に仕
上げました。また、内堀雅雄県知事や前後公町長、各校の児童代
表らがヤエザクラの記念植樹を行いました。

小学 6 年生児童が国際審査受賞者との交流
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希望を胸に
入学・入園

スクールトピックス

　町内３中学校の入学式は４月６日に行われ、新１年生 111
人が希望を胸に新たな学びやの門をくぐりました。
　猪苗代中学校には 84 人が入学。真新しい制服に身を包んだ
新入生たちが体育館に入場すると、在校生や保護者らが拍手で
迎えました。式では、生徒一人一人の名前が呼ばれた後、宇南
山忠明校長が式辞。新入生を代表し、小池悠太さんが「伝統を
受け継ぎ、勉強や部活動に励みます」と誓いのことばを述べま
した。

町内の小・中・高校やこども園では、４月６日と８日に入学式・入園
式が行われ、新入生たちが希望に胸を膨らませて新しい生活をスター
トさせました。

誓いの言葉を述べる小池悠太さん（猪苗代中学校）

晴れの日を迎えた新入生（猪苗代高校）

緊張した面持ちで入学式に臨む１年生（翁島小学校）

開園したひまわりこども園の子どもたち

111 人が決意を新たに

楽しい園生活が始まる
　ひまわりこども園とさくらこども園の入園式は４月８日に行
われ、新入園児たちが楽しい園生活をスタートさせました。
　町内の４幼稚園と保育所が統合され、初めての入園式となっ
たひまわりこども園では、285 人の乳幼児が同時に入園しま
した。式では、新入園児が大勢の保護者や来賓に拍手で迎えら
れ入場。関和清智園長が入園を許可し、「元気なあいさつをし
て先生の言うことをよく聞きましょう。毎日元気にこども園に
来てください」と式辞を述べました。

伝統を受け継ぐ 62 人が入学
　猪苗代高校の入学式は４月８日に行われ、普通科 30 人、観
光ビジネス科 32 人の合わせて 62 人が、夢と希望を胸に高校
生活のスタートを切りました。
　式では、二瓶晃一校長が全員の入学を許可し「主体的に学び、
互いに尊敬しながら新たなことにチャレンジしてほしい」と式
辞。新入生を代表し、普通科の増子廉

れ ん

大
た

良
ろ う

さんが「猪苗代高校
の一員として誇りを持ち、先輩たちが築き上げてきた伝統を受
け継いでいきたい」と誓いのことばを述べました。

小学校生活への希望を胸に
　町内６小学校の入学式は４月６日に行われ、新１年生 122
人が希望に満ちた小学校生活をスタートさせました。
　10 人が入学した翁島小学校では、新入生が入場すると在校
生らは大きな拍手で歓迎。児童一人一人の名前が呼ばれた後、
大堀昌弘校長が新入生代表の野口あすみさんに教科書を手渡し
ました。大堀校長は「小学校は楽しいところです。勉強や運動
に取り組み、毎日元気に登校しましょう」と式辞を述べました。

　

み
か
ん
や
バ
ナ
ナ
な
ど
の

果
物
が
大
好
き
な
朋
慧
ち
ゃ

ん
。「
一
歳
に
な
る
前
か
ら

歩
き
始
め
、
今
で
は
楓か

音の
ん

ち
ゃ
ん（
６
歳
）、
陽ひ

里さ
と

ち
ゃ

ん（
５
歳
）
の
二
人
の
お
姉

ち
ゃ
ん
と
お
い
か
け
っ
こ
を

し
て
遊
ん
で
い
ま
す
」
と
マ

マ
の
萌
恵
さ
ん
は
笑
顔
で
話

し
ま
す
。　

　
「
愛
犬
の
ハ
ナ
と
散
歩
に

行
く
と
き
は
、
い
つ
も
リ
ー

ド
を
一
緒
に
持
っ
て
ニ
コ
ニ

コ
し
な
が
ら
歩
い
て
い
ま

す
」
と
パ
パ
の
晃
法
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

　

両
親
よ
り
も
お
姉
ち
ゃ
ん

た
ち
と
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
が

多
い
ん
だ
と
か
。「
お
姉
ち
ゃ

ん
た
ち
の
歯
磨
き
の
仕
上
げ

も
し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。

寝
る
と
き
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん

た
ち
と
お
休
み
の
チ
ュ
ー
を

す
る
ん
で
す
」
と
マ
マ
の
萌

恵
さ
ん
。

　

家
族
の
愛
情
を
た
っ
ぷ
り

受
け
て
、
朋
慧
ち
ゃ
ん
は
す

く
す
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

※
「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

お姉ちゃんたちと一緒に遊ぶのが大好きな朋慧ちゃ
ん。パパとママは「健康でやさしい人になってほし
いです」と話します。

平成 27 年 2 月生まれ
～上新町　
晃
あ き

法
の り

さん・萌
も

恵
え

さん夫婦の三女

眞田　朋
と も

慧
え

　ちゃん

大好きなパパ、ママと一緒に「ハイ、チーズ」

笑顔でこんにちは

　

猪
苗
代
の
偉
人
を
考
え
る
会

（
江
花
俊
和
会
長
）
は
、
学
び
い

な
展
示
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
斗
南

藩
と
そ
の
史
跡
～
斗
南
訪
問
の
記

録
を
加
え
て
～
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
開
催
し
た
同
パ
ネ

ル
展
が
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

戊
辰
戦
争
に
敗
れ
た
会
津
藩

は
、
当
時
生
後
５
カ
月
の
松
平
容か

た

大は
る

が
後
を
継
ぎ
、
斗
南
藩
３
万
石

を
立
藩
し
ま
し
た
。
こ
の
時
に
約

１
万
７
千
人
が
会
津
か
ら
斗
南
の

地（
現
在
の
青
森
県
む
つ
市
）に

移
住
し
、
産
業
や
教
育
な
ど
新
た

な
町
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

同
会
メ
ン
バ
ー
の
鈴
木
清
孝
さ

ん
は
「
歴
史
の
節
目
と
な
っ
た
戊

辰
戦
争
の
後
、
会
津
藩
と
共
に
土

津
神
社
が
一
時
斗
南
藩
へ
遷
宮
し

た
。
７
人
の
藩
士
が
猪
苗
代
か
ら

ご
神
体
を
移
し
た
記
録
が
あ
る
の

で
、
町
民
に
も
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

同
パ
ネ
ル
展
は
、
６
月
30
日

（
木
）ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
斗
南
藩
と
そ
の
史
跡
」

～
斗
南
訪
問
の
記
録
を
加
え
て
～
開
催
中

猪
苗
代
の
偉
人
を
考
え
る
会
パ
ネ
ル
展

パネル展の内容を説明する鈴木さん好評により２回目の開催となったパネル展

パネル展 斗南藩とその史跡
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・
排
気
量
４
，
５
６
０
ｃ
ｃ　

四
輪

駆
動

・
平
成
８
年
式　

車
検
切
れ

・
走
行
距
離
48
万
４
千
ｋ
ｍ

※
町
名
表
示
の
削
除
、
車
検
、
名
義

変
更
は
、
購
入
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
。
外
装
、
内
装
は
年
式
に
応
じ
た

錆
び
・
汚
れ
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

現
車
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
公
売
方
法

・
現
車
を
展
示
し
、
そ
の
後
、
入
札

に
よ
り
最
低
売
却
価
格
以
上
の
最
高

入
札
額
者
と
売
買
契
約
を
締
結
。
代

金
入
金
確
認
後
に
受
け
渡
し
。

▼
展
示
期
間
・
場
所

・
５
月
11
日（
水
）～
５
月
20
日（
金
）

・
午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
役
場
北
側
駐
車
場

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
車
両
詳
細
お

よ
び
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
入
札
申
込
期
間

・
５
月
20
日（
金
）
午
後
４
時
ま
で

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
・
郵
送
可（
5
月
20

日
午
後
４
時
必
着
）

※
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

入
札
参
加
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
入
札
参
加
申
込
書
、
入
札
書
の
様

式
は
教
育
総
務
課
で
受
け
取
る
か
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
入
札
日
時
・
場
所

・
５
月
25
日（
水
）
　

午
前
10
時

・
町
役
場
２
階
会
議
室

平
成
28
年
熊
本
地
震

災
害
義
援
金

　

熊
本
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

地
域
の
１
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、

ま
た
被
災
さ
れ
た
方
を
支
援
す
る
た

め
、
次
の
施
設
に
義
援
金
募
金
箱
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
設
置
施
設　

役
場
、
学
び
い
な
、

和
み
い
な
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
他

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
62
）５
１
６
８

ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
公
売
し
ま
す

　

町
所
有
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
１
台
を

公
売
し
ま
す
。
車
種
お
よ
び
公
売
方

法
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

▼
公
売
物
件

・
三
菱
ふ
そ
う
ロ
ー
ザ（
小
型
バ
ス
）

定
員
29
人 義

援
金

公
　
売

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

後
に
申
請
し
た
場
合
、
申
請
の
翌
月

以
降
か
ら
の
月
割
減
免
と
な
り
ま
す
。

年
度
途
中
で
減
免
の
要
件
に
該
当
し

た
場
合
も
、
申
請
の
あ
っ
た
翌
月
以

降
か
ら
の
月
割
減
免
と
な
り
ま
す
。

　

自
動
車
税
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
へ
、

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
町
税
務
課
賦
課
係
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
自
動
車
税　

会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部

☎（
29
）５
２
６
１

・
軽
自
動
車
税　

税
務
課　

賦
課
係

☎（
62
）２
１
１
３

新
し
い
民
生
児
童
委
員

を
紹
介
し
ま
す

飯
山
義
昭
さ
ん
（
新
北
町
）

☎（
62
）２
４
１
８

【
担
当
地
区
】
新
北
町

　

民
生
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大

臣
な
ら
び
に
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ

る
も
の
で
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

持
っ
て
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
相
談

に
応
じ
る
ほ
か
、
必
要
な
援
助
活
動

を
行
い
、
地
域
福
祉
の
増
進
に
努
め

ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
時
間
厳
守
・
郵
送
不
可

▼
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課　

教
育
総
務
係

☎（
62
）５
６
７
７

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
31
日
で
す

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の
増
進
や
教
育

な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
大
切

な
税
金
で
す
。
定
め
ら
れ
た
納
期
限

(

平
成
28
年
５
月
31
日)

ま
で
に
忘
れ

ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
を
納
付

し
た
時
の
領
収
証
書
に
は
、
継
続
検

査（
車
検
）用
の
納
税
証
明
書
が
付

い
て
い
ま
す
。
車
検
の
時
に
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
車
検
証
と
一
緒
に

大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
・
療
育
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
ま
た

は
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
税
額

が
減
免
さ
れ
ま
す
。
減
免
の
申
請
期

限
は
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
と
も

納
期
限（
平
成
28
年
５
月
31
日
）ま

で
で
す
。
期
日
ま
で
に
申
請
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
納
期
限

②
保
育
士
・
社
会
福
祉
士
ま
た
は
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
教

諭
の
資
格
を
有
す
る
人

③
高
校
卒
業
者
で
２
年
以
上
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
に
類
似
す
る
事

業
又
は
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し
た

人　

ほ
か

※
な
お
、
資
格
要
件
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
条
件

①
月
曜
か
ら
金
曜
の
平
日

午
後
１
時
～
午
後
６
時
15
分

②
土
曜
日
・
学
校
長
期
休
業
中
・
学

校
振
替
休
日（
運
動
会
等
に
よ
る
振

替
休
日
な
ど
）

午
前
８
時
～
午
後
６
時
15
分

③
休
日

日
曜
日
、
祝
日

※
２
交
代
制
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
勤
務
。
な
お
、
勤
務
時
間
は
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
勤
務
内
容

　

児
童
の
生
活
支
援
、
余
暇
支
援
、

ク
ラ
ブ
の
庶
務
会
計
な
ど　

▼
勤
務
場
所

　

町
内
各
児
童
ク
ラ
ブ
の
い
ず
れ
か

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
写
真
貼
付
の

う
え
、
保
健
福
祉
課
へ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
履
歴
書
は
保
健
福
祉
課
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

平
成
29
年
度
採
用

町
職
員
候
補
者

　

平
成
29
年
度
採
用
の
町
職
員
候
補

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種
・
採
用
予
定
人
数

○
行
政
職（
一
般
事
務
）
　
大
卒
程
度

○
土
木
職　

大
卒
程
度

○
保
健
師
職　

短
大
卒
程
度

○
幼
児
保
育
教
育
職　

短
大
卒
程
度

※
採
用
予
定
人
数
は
、
い
ず
れ
の
職

種
も
若
干
名

▼
受
験
資
格

○
行
政
職
・
土
木
職　

昭
和
62
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者（
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
）

○
保
健
師
職　

昭
和
62
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
保
健
師
お
よ
び
看
護

師
の
両
方
の
資
格
・
免
許
を
有
す
る

者
ま
た
は
平
成
29
年
４
月
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
者（
学
歴
は
問
い
ま
せ

ん
）

○
幼
児
保
育
教
育
職　

昭
和
62
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
保
育
士
お
よ

び
幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の
資
格
・
免

許
を
有
す
る
者
ま
た
は
平
成
29
年
３

月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者（
学
歴

は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
試
験
の
方
法

【
一
次
試
験
】

○
期
日　

７
月
24
日（
日
）

○
場
所

福
島
大
学（
福
島
市
金
谷
川
１
番
地
）

○
内
容　

・
行
政
職　

大
学
卒
程
度
の
教
養
試

験
と
行
政
の
専
門
試
験

・
土
木
職　

大
学
卒
程
度
の
教
養
試

験
と
土
木
の
専
門
試
験

・
保
健
師
職　

短
大
卒
程
度
の
教
養

試
験
と
保
健
師
の
専
門
試
験

・
幼
児
保
育
教
育
職　

短
大
卒
程
度

の
教
養
試
験
と
幼
稚
園
教
諭
の
専
門

試
験

※
全
職
種
で
事
務
適
性
検
査
・
一
般

性
格
診
断
検
査
・
職
場
適
応
性
検
査

が
あ
り
ま
す
。

【
二
次
試
験
】

　

一
次
試
験
の
合
格
者
に
個
別
面

接
・
小
論
文
な
ど
に
よ
る
試
験
を
行

い
ま
す
。

▼
受
験
申
込
用
紙
お
よ
び
募
集
要
領

の
交
付

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
申
込
用
紙
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト（
Ｂ
４
サ
イ
ズ
）し
て
い
た

だ
く
か
、
総
務
課
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

　

郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
封
筒
の

表
に
「
行
政
職（
ま
た
は
土
木
職
・

保
健
師
職
・
幼
児
保
育
教
育
職
）試

験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
先
明

記
の
封
筒（
角
型
２
号
）を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
宛
先

〒
９
６
９
｜
３
１
２
３　

猪
苗
代
町
字
城
南
１
０
０
番
地

猪
苗
代
町
総
務
課

▼
受
付
期
間

　

５
月
26
日（
木
）か
ら
６
月
24
日

（
金
）ま
で
に
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
、
６
月

22
日（
水
）の
消
印
ま
で
を
有
効
と

し
ま
す
。

▼
受
験
申
し
込
み
な
ど
の
詳
細

　

受
験
申
し
込
み
や
試
験
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

支
援
員
を
募
集
し
ま
す

　

放
課
後
の
生
活
支
援
や
学
校
長
期

休
業
中
の
余
暇
支
援
を
集
団
で
行
う

学
童
保
育(

児
童
ク
ラ
ブ)

の
支
援
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

　

支
援
員　

若
干
名

※
猪
苗
代
町
嘱
託
職
員
と
な
り
ま
す
。

▼
資
格
要
件

　

心
身
と
も
に
健
康
で
、
平
成
28
年

４
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
下
の
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
成
人

①
児
童
健
全
育
成
事
業
に
熱
意
の
あ

る
人

募
　
集

税
　
金

福
　
祉
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ご
意
見
箱
に

寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
と
回
答

●
夏
も
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
や
リ

フ
ト
を
動
か
し
て
ほ
し
い

【
ご
意
見
】

　

私
は
ス
キ
ー
が
好
き
で
老
後
は
毎

日
ス
キ
ー
を
し
た
い
と
思
い
猪
苗
代

の
リ
ス
テ
ル
ガ
ー
デ
ン
コ
ー
ト
に
住

ん
で
い
ま
す
。
毎
日
、
素
晴
ら
し
い

景
色
に
感
動
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
猪
苗
代
ス
キ
ー
場
に
行
け

ば
、
猪
苗
代
湖
を
見
て
気
持
ち
が
良

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ

ン
の
窓
か
ら
磐
梯
山
と
湖
が
見
え
、

そ
の
間
を
霧
が
立
ち
こ
め
て
い
た
り
、

本
当
に
雄
大
な
景
色
で
す
。

　

し
か
し
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
マ
ン
シ
ョ
ン
に
い
る
私
達
だ
け
で

す
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
景
色
を
み

ん
な
に
見
て
も
ら
わ
な
い
と
、
も
っ

た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
観
光
と
し

て
、
夏
も
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
を
動

か
す
と
か
、
み
ん
な
に
こ
の
風
景
を

見
せ
る
事
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
み
ん
な
知
ら
な
い
の
で
す
か

ら
、
ゴ
ン
ド
ラ
、
リ
フ
ト
を
利
用
し

て
磐
梯
山
へ
気
軽
に
登
れ
る
と
も
っ

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ

く
町
民
意
見
箱
「
ご
意
見
箱
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

▼
設
置
場
所　

役
場
庁
舎
、
カ
メ

リ
ー
ナ
、
学
び
い
な
、
和
み
い
な（
郵

送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

▼
回
答
方
法　

広
報
猪
苗
代
で
回
答

▼
記
入
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

・
ご
意
見
は
内
容
の
趣
旨
が
わ
か
る

よ
う
に
、
具
体
的
に
ご
記
入
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
他
人
を
誹
謗
、
中
傷
す
る
も
の
や

営
業
、
宗
教
、
政
治
活
動
な
ど
に
関

す
る
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
氏
名
、
住
所
お
よ
び
連
絡
先
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

※
頂
い
た
ご
意
見
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
確
認
の
た
め
ご
連
絡
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
広
報
で
回

答
す
る
際
に
は
、
氏
名
を
伏
せ
て
掲

載
し
ま
す
。

▼
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
62
）５
１
７
５

と
観
光
客
が
増
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

　

町
民
で
も
な
か
な
か
分
か
ら
な
い

情
報
を
提
供
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
写
真
の
と
お
り

リ
ス
テ
ル
周
辺
か
ら
眺
め
る
景
色
は

大
変
素
晴
ら
し
い
で
す
。
町
内
に
は

他
に
も
綺
麗
な
展
望
箇
所
が
多
数
あ

り
ま
す
の
で
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
マ
ッ
プ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

広
く
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
や

リ
フ
ト
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ

ン
ド
サ
ン
ピ
ア
猪
苗
代
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
が
４
月
29
日
か
ら
11
月
６
日
ま

で
週
末
を
中
心
に
運
行
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
の
情
報
も
広
く
周

知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

☎（
62
）２
１
１
７

意
見
箱

リステル・スキー場からの風景

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

ここから下は広告欄です。お問い合わせは直接広告主にお願いします

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

の
経
費
を
補
助
し
ま
す

　

町
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
基
準

を
満
た
さ
な
い
木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
を
実
施
す
る
町
民
に
対
し
て
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
は
、
町

内
に
あ
り
、
次
の
要
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
住
宅
で
す
。

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅
ま

た
は
併
用
住
宅（
住
宅
と
し
て
使
う

部
分
の
床
面
積
が
延
べ
面
積
の
２
分

の
１
以
上
の
も
の
）

②
工
事
の
着
手
が
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
で
、
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統

的
工
法
、
枠
組
壁
工
法
な
ど
に
よ
る

木
造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

③
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
促
進
事

業
実
施
要
綱
に
基
づ
き
耐
震
診
断
を

実
施
し
た
結
果
、
基
準
を
満
た
さ
な

い
も
の

④
補
助
金
の
交
付
決
定
年
度
内
に
耐

震
改
修
工
事
が
完
了
す
る
も
の

⑤
過
去
に
県
、
町
か
ら
耐
震
改
修
工

事
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

※
工
事
終
了
後
、
耐
震
性
能
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し
な
ど
を
町
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
件
数　

１
件

▼
応
募
締
切
日　

９
月
30
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

６
月
議
会
に
お
い
で
く

だ
さ
い

　

町
議
会
の
本
会
議
は
一
般
に
公
開

さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
場
は
町
役

場
３
階
で
す
。
傍
聴
す
る
人
は
、
傍

聴
席
入
口
に
あ
る
受
付
簿
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
入
場
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
事
を
妨
害
す
る
恐
れ
の

あ
る
人
は
入
場
で
き
な
い
な
ど
、
傍

聴
の
際
に
は
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
開
会
予
定
日　

６
月
７
日（
火
）

※
一
般
質
問
は
９
日（
木
）、10
日

（
金
）の
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
係

☎（
62
）５
６
６
６

マ
イ
マ
イ
ガ

大
量
発
生
防
止
対
策

　

平
成
26
年
度
、
町
内
に
お
い
て
大

量
に
マ
イ
マ
イ
ガ
が
発
生
し
ま
し
た
。

大
量
発
生
後
の
２
～
３
年
間
は
、
特

に
発
生
に
対
し
て
注
意
の
必
要
が
あ

り
ま
す
。
被
害
発
生
を
防
ぐ
に
は
、

卵
や
幼
虫
の
う
ち
に
駆
除
す
る
こ
と

が
効
果
的
で
す
。

▼
マ
イ
マ
イ
ガ
の
生
態

　

マ
イ
マ
イ
ガ
は
ド
ク
ガ
科
の
蛾
で
、

５
月
頃
に
ふ
化
し
、
幼
虫
は
山
林
や

街
路
樹
、
庭
木
の
葉
に
食
害
を
与
え

７
月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け
て
成
虫

に
な
り
ま
す
。
成
虫
は
、
水
銀
灯
の

照
明
や
白
っ
ぽ
い
外
壁
を
好
み
、
そ

の
付
近
に
卵
を
産
み
付
け
ま
す
。

▼
幼
虫
の
対
策

　

ふ
化
し
て
か
ら
10
ミ
リ
以
下
の
幼

虫
時
は
、
市
販
の
殺
虫
剤
で
処
理
で

き
ま
す
が
、
大
き
く
な
っ
た
幼
虫
は

効
き
に
く
く
な
る
の
で
、
水
と
洗
剤

の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
に
捕
ま
え
た

幼
虫
を
入
れ
処
分
し
ま
す
。
集
め
た

幼
虫
は
、
小
袋
に
ま
と
め
て
燃
え
る

ゴ
ミ
と
し
て
処
理
し
ま
す
。
な
お
、

毛
が
刺
さ
っ
て
か
ぶ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
幼
虫
を
直
接
触
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
火

バ
サ
ミ
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
な
ど
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
成
虫
の
対
策

　

成
虫
に
は
、
殺
虫
剤
は
余
り
効
果

が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
不
要
な
灯
り

を
消
し
た
り
、
バ
リ
ア
効
果
の
あ
る

殺
虫
剤
等
を
窓
や
壁
に
吹
き
付
け
た

り
す
る
こ
と
で
寄
せ
付
け
な
い
効
果

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
外
灯
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
電
球
等
に
す
る
と
効
果
が
あ
り
ま

す
。

▼
卵
の
対
策

　

壁
な
ど
に
産

み
つ
け
ら
れ
た

卵
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
半
分

に
切
っ
た
も
の

等
で
剥
が
し
て

取
除
き
小
袋
に
入
れ
た
後
し
っ
か
り

縛
っ
て
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
処
理
し

ま
す
。（
作
業
に
は
、
マ
ス
ク
や
ゴ
ー

グ
ル
、手
袋
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課　

農
林
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
６

 　マ
イ
ホ
ー
ム
を
守
る

耐
震
診
断
に
伺
い
ま
す

　

町
は
、
町
内
の
木
造
住
宅（
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
）に
つ
い
て
建
築
士
な
ど

の
専
門
家
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
件
数　

１
件

▼
応
募
締
切
日　

９
月
30
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

▲外 壁 に 卵
（写真下）を

産 み 付 け る
成虫の様子

議
　
会

生
　
活
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し
て
法
務
省
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
に
積
極
的
な
啓
発
活
動
が
各
地
で

行
わ
れ
ま
す
。

町
で
も
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護
委

員
・
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
差
別
、
い
じ
め
、

嫌
が
ら
せ
な
ど
、
人
権
問
題
で
お
困

り
の
人
は
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

６
月
３
日（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

第
４
委
員
会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

　
告　

示

・
第
16
号 

「
公
の
施
設
（
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
等
）
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
告
示
」（
農
林
課
農
林
整
備

係
）

・
第
17
号 

「
公
の
施
設
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
」（
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉

係
） 

・
第
18
号 

「
公
の
施
設
（
猪
苗
代
町

課
商
工
観
光
係
）

・
第
29
号
「
猪
苗
代
町
空
き
店
舗
利

活
用
事
業
補
助
金
の
交
付
等
に
関
す

る
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
」

（
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
） 

・
第
30
号
「
猪
苗
代
町
低
所
得
の
高

齢
者
向
け
の
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
実
施
要

綱
」 （
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
）

・
第
31
号
「
猪
苗
代
町
成
年
後
見
制

度
支
援
事
業
要
綱
の
一
部
を
改
正
す

る
要
綱
」 （
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉

係
）

・
第
32
号
「
猪
苗
代
町
人
工
透
析
患

者
通
院
交
通
費
補
助
事
業
実
施
要
綱

の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
」 （
保
健

福
祉
課
社
会
福
祉
係
）

・
第
33
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
」（
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
）

・
第
34
号
「
水
道
事
業
現
金
取
扱
員

領
収
印
廃
止
」（
上
下
水
道
課
水
道

管
理
係
） 

・
第
35
号
「
水
道
事
業
現
金
取
扱
員

領
収
印
新
調
」（
上
下
水
道
課
水
道

管
理
係
） 

・
第
36
号
「
地
縁
に
よ
る
団
体
の
告

示
事
項
変
更
（
代
表
者
変
更
）（
見

祢
区
）」（
総
務
課
行
政
管
理
係
） 

・
第
37
号
「
字
の
区
域
の
変
更
及
び

画
定
に
つ
い
て
」（
総
務
課
秘
書
広

報
係
） 

・
第
38
号 

「
公
売
予
告
通
知
に
か
か

る
公
示
送
達
」（
税
務
課
収
納
係
）

そ
ば
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
）
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
」（
農
林
課
農

業
振
興
係
）

 

・
第
19
号 

「
分
任
出
納
員
」（
総
務

課
行
政
管
理
係
） 

・
第
20
号
「
町
道
の
区
域
の
変
更
に

関
す
る
告
示
（
三
城
潟
西
舘
線　

他

５
路
線
）」（
建
設
課
建
設
課
係
）

 

・
第
21
号　
「
町
道
の
供
用
の
開
始

に
関
す
る
告
示
（
三
城
潟
西
舘
線　

他
５
路
線
）」 （
建
設
課
建
設
課
係
）

・
第
22
号
「
公
の
施
設
（
猪
苗
代
町

中
津
川
渓
谷
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
」（
商
工
観

光
課
商
工
観
光
課
係
） 

・
第
23
号
「
公
の
施
設
（
猪
苗
代
町

索
道
事
業
施
設
）
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
」 （
商
工
観
光
課
商
工
観

光
課
係
）

・
第
24
号
「
公
の
施
設
（
猪
苗
代
町

防
災
セ
ン
タ
ー
）
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
」（
総
務
課
行
政
管
理
係
） 

・
第
25
号
「
公
の
施
設
（
集
会
施
設
）

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
」（
総

務
課
行
政
管
理
係
）  

 

・
第
26
号
「
公
の
施
設
（
猪
苗
代
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
」 （
総
務
課
行

政
管
理
係
）

・
第
27
号
「
行
政
不
服
審
査
法
の
施

行
に
伴
う
関
係
要
綱
の
整
理
に
関
す

る
要
綱
」（
総
務
課
秘
書
広
報
係
）

・
第
28
号
「
猪
苗
代
町
新
規
学
卒
者

等
就
職
支
援
奨
励
金
交
付
要
綱
の
一

部
を
改
正
す
る
要
綱
」 （
商
工
観
光

福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

総
務
省
で
は
、
猪
苗
代
町
を
担
当

す
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
次
の
人

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

▼
行
政
相
談
委
員

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
・
県
・
市

町
村
な
ど
の
役
所
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の

特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
そ
の

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

５
月
１
日（
日
）か
ら
31
日（
火
）

ま
で
の
１
カ
月
間
は
「
福
島
さ
わ
や

か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間

で
す
。
町
で
は
、
期
間
中
、
次
の
と

こ
ろ
で
相
談
会
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

５
月
18
日（
水
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

※
次
回
相
談
会
は
６
月
15
日（
水
）

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

相
談
ご
と
お
聞
き
し
ま
す

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
れ
を
記
念

相
　
談

掲
示
板

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

公　

告

・
第
８
号
「
平
成
28
年
度
土
地
価
格

等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て
」（
税
務
課

賦
課
係
） 

・
第
９
号
「
農
用
地
利
用
計
画
の
公

告
」（
農
業
委
員
会
農
地
係
）

・
第
10
号
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
す
べ
き
固
定
資
産
の
す
べ
て
を

登
録
し
た
件
」（
税
務
課
賦
課
係
） 

・
第
11
号
「
平
成
28
年
度
猪
苗
代
町

定
期
予
防
接
種
事
業
」（
保
健
福
祉

課
健
康
づ
く
り
係
）

・
第
12
号
「
平
成
28
年
度
に
お
け
る

猪
苗
代
町
の
発
注
予
定
工
事
情
報
」

（
企
画
財
務
課
財
務
係
） 

・
第
13
号
「
抑
留
犬
の
公
告
」（
町

民
生
活
課
環
境
係
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

ここから下は広告欄です。お問い合わせは直接広告主にお願いします

ここから下は広告欄です。お問い合わせは直接広告主にお願いします

善意をありがとうございます

　猪苗代ロータリークラブは３月
26 日、町に図書 451 冊を寄贈しま
した。創立 50 周年記念事業の一環
で、和みいなの図書充実と青少年育
成を目的としています。和みいなで
は６月末まで、寄贈図書の特設コー
ナーを設置しています。

　東京の実践学園高校と中野坂上
混声合唱団のメンバーは 4 月 4 日、
町役場を訪れ、町に 50,600 円を寄
付しました。同校合唱部などが昨
年 12 月に都内で開いたチャリティ
コンサートで来場者やメンバーから
募った善意を寄せました。

　猪苗代吹奏楽団と I.M.S プロジェ
クトチームは４月４日、震災復興支
援金として町に 42,000 円を寄付し
ました。12 月と３月に開催した猪
苗代音楽祭といなわしろ復興支援コ
ンサート会場で来場者から寄せられ
た募金によるものです。

猪苗代ロータリークラブ
町に図書 451 冊を寄贈

猪苗代吹奏楽団・I.M.S プロジェクトチーム

大震災からの復興に役立てて
実践学園高校・中野坂上混声合唱団
東日本大震災復興支援金として

前後公町長（左から２人目）に目録を手渡す
渡部英一会長（中央）ら

前後公町長（左）に寄付金を手渡す齋藤直団
長（左から 2 人目）ら

　町は、「広報猪苗代」に掲載す
る有料広告を募集しています。事
業所の宣伝、広告などにぜひご活
用ください。手続きや料金など、
詳しくは下記にお問い合わせくだ
さい。
 問総務課　秘書広報係　☎（62）2111

有料広告募集中

前後公町長（中央）に善意を手渡す実践学園
高校教諭の関田裕一さん（右）ら
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　　い。
　詳細については、予約申し込み電
話または福島地方法務局ホームペー
ジでご確認ください。
●申し込み先

【不動産登記部門】
土地・建物　☎ 024（534）2045

【法人登記部門】
会社・法人　☎ 024（534）1904

【若松支局】　☎ 0242（27）1501

　   ６月５日～ 11 日は
　   危険物安全週間です

   「危険物　決めろ無事故の
     ストライク」
●ガソリンは原則ポリ容器では保管
できません！
　ポリ容器は、静電気により引火す
る恐れがありますので、適正な金属
容器で保管してください。
●危険物の運搬にはご注意を！
　こぼれないように栓は確実に閉
め、倒れないようにしっかりとロー
プなどで固定してください。
●保管する量は最小限に！
　一定数量以上を保管すると、消防
署に届け出などが必要になります。
●給油の際はエンジン停止。タバコ
などの火気は厳禁！
　直接火が触れなくても引火し、火
災となることがあります。
問猪苗代消防署　☎（62）4433

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

町の人口

 28 年４月 1 日現在の現住人口
　   人　口　　　14,842 人
　　世帯数　　　  4,926 戸
　　出生　06 人　  転入  084 人
　　死亡　38 人  　転出  143 人

   今月の納期
（納期限５月 31 日）

●軽自動車税　
 　　　　　　　

●上下水道使用料
                        ５月分

●日時　７月 27 日（水）、29 日（金）
午前９時～午後４時（計 12 時間）
●受講料　3,100 円、教材費 3,024
円
●応募定員　15 名
●応募期限　７月 13 日（水）
問テクノアカデミー会津校
☎（27）3221

　「しあわせ金婚夫婦」に
　表彰状と記念品を贈呈

　県老人クラブ連合会と福島民報社
では、県内で結婚 50 年の金婚式を
迎えた夫婦に表彰状と記念品を贈呈
しています（老人クラブの会員でな
くても申し込みできます）。
　福島民報新聞紙上に名前と年齢が
掲載されることをご了承ください。
●表彰該当者　昭和 41 年中に結婚
し、金婚 50 年を迎えた夫婦。また
昨年（昭和 40 年中に結婚）申し込み
をしなかった方もその対象となりま
す。　
●受付期間　7 月 15 日（金）まで
●申し込み先　町社会福祉協議会
　詳しくは下記まで問い合わせてく
ださい。
問町社会福祉協議会
☎（62）5168

　  法務局の登記相談が
　  予約制となります

　福島地方法務局では、登記相談を
希望される皆さまに待ち時間なくご
利用いただけるよう、一部の登記所
窓口で予約制としていますが、平成
28 年 5 月 9 日（月）からは、この取
り扱いを県内すべての登記所窓口に
拡大します。あらかじめ予約申し込
み電話で相談日時を予約してくださ

　平成 28 年経済センサス
　活動調査について

　総務省と経済産業省は『日本経済
の未来は、あなたの調査票から。』
をスローガンに平成 28年６月１日
現在で経済センサス活動調査を実施
します。全国のすべての事業所・企
業が対象となります。５月末までに
調査票をお届けします。
　回答は、調査票での提出のほかに、
オンラインでも回答できます。
　調査へのご理解 ･ご回答をお願い
いたします。

「【かたり調査】にご注意ください。」
　調査員を装った不審な訪問者や電
話 ･電子メールなどにご注意くださ
い。調査員は必ず、調査員証を身に
着けておりますので、ご確認くださ
い。また、金品などを請求すること
はありません。
※コールセンターのご案内
☎ 0120（143）150（通話料無料）
または 03（4334）3150（有料）
問企画財務課　企画調整係
☎（62）2112

　

 　セミナー受講者募集

　テクノアカデミー会津校では、下
記のとおりセミナーの受講者を募集
します。
●募集コース　

【英会話基礎（ビジネス編）】
●日時　７月５日（火）、６日（水）、
12 日（火）、13 日（水）　午後１時 30
分～午後４時 30 分（計 12 時間）
●募集定員　15 名
●受講料　3,100 円
●応募期限　６月 20 日（月）

【（受験対策コース）国内旅行業務取
扱管理者】
●日時　７月５日（火）、７日（木）、
11 日（月）、12 日（火）、14 日（木）、
19 日（火）、21 日（木）、25 日（月）、
26 日（火）　午後６時～午後８時（計
18 時間）
●募集定員　10 名
●受講料　6,100 円、教材費 3,847
円
●応募期限　６月 22 日（水）　

【（受験対策コース）第３種電気主任
技術者（機械）】
●日時　７月６日（水）、13 日（水）、
20 日（水）　午後１時～午後５時（計
12 時間）
●募集定員　10 名
●受講料　4,300 円、教材費 3,240
円
●応募期限　６月 22 日（水）

【（受験対策コース）品質管理（ＱＣ
検定３級）】
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猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 28 年３月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

◎なりすまし詐欺に注意！息子を装い、お金をだまし
取る詐欺が増えています。町内でなりすまし詐欺が発
生しており、話の中で、お金の手渡し・振り込みの指
示があったときは、すぐに家族や知人か警察（110 番）
に相談してください。

◎６歳未満の子どもを乗せるときは、必ずチャイルド
シートを使用しましょう。
◎ＰＭ４ライトオン活動実施中。夕方には前照灯をつ
け、歩行時の発見、交通事故防止に努めましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 28 年 平成 27 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 14 16 -2 -12.5
磐 　 梯 　 町 10 4 6 150.0
裏 　 磐 　 梯 5 7 -2 -28.6

　　　計 29 27 2 7.4

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
28 年 27 年 28 年 27 年 28 年 27 年

窃盗犯計 13 14 10 3 4 7
空き巣 2
金庫破り
事務所荒らし
出店荒らし 1 1 1
倉庫荒らし
侵入盗その他 5 6 2 2
置引き 2 1 1 2
車上ねらい 1 3
部品ねらい 1
脱衣場ねらい 1
自販機ねらい
万引き 1 2
職場ねらい 1
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 2 4 2 2 1
非侵入盗その他 2 2
自動車盗
オートバイ盗
自転車盗
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 1
詐欺・横領 1

遺失物等横領
器物損壊 1 1

その他の刑法犯 1
総　計 14 16 10 4 5 7
増　減 -2 6 -2

死亡事故 1 0 0 0 0 0
増　　減 1 0 0
人身事故 19 17 3 2 2 2
増　　減 2 1 0

５月 10 日～６月末の窓口業務延長日は、
５月 10 日、24 日と６月 14 日、28 日です。編

集
後
記

▼
今
月
号
か
ら
広
報
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ

に
編
集
ソ
フ
ト
。
悪
戦
苦
闘

の
毎
日
で
す
が
、
新
採
用
職

員
に
負
け
な
い
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
気
持
ち
で
制
作
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
の
情
報
提
供
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
取
材
で
は
緑
色
の

腕
章
を
身
に
着
け
て
い
ま
す

の
で
、
見
か
け
た
ら
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す（
半
澤
）

町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎月
第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税証明
発行などの窓口業務の時間を延長しています。
問総務課　行政管理係　☎（62）2111

登　　記

暮らしの情報広場

【おわびと訂正】

　広報４月号（№ 666）の記事
中に誤りがありました。
・11 ページ「信頼される自衛
官目指し頑張って」の記事中、

「渡部拓夢さん」とあるのは「鈴
木拓夢さん」の誤りです。深く
お詫びして訂正いたします。

就職支援

募　　集
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査
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の
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す



西村　百
も も

叶
か

さん（５年）
※作品は４年生時制作

「ブランコにのる友達」

友達がブランコに乗って楽し
そうにしている様子がでるよ
うに気を付けました。工夫し
たのは、手で鎖をしっかり
握っているようにしたところ
です。

Our  Museum

「ふねで南のしまに」

船に乗って南の島に行ったこ
とを想像して描きました。左
下の横顔の人の髪の毛が難し
かったです。楽しそうにして
いるところを上手に描けまし
た。

みんなの美術館
５月は猪苗代小学校のお友達の作品です
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■一口メモ■
　にんにくの香りと酢の酸味をいかすことで塩分控えめに。鯵に含まれるＤＨＡやＥＰＡは中性脂肪や
悪玉コレステロールを下げる働きがあり動脈硬化予防に役立ちます。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 227

【材料】４人分
鯵の三枚おろし  ４尾分・小麦粉  大さじ１・サラダ油  小
さじ１・にんにく １片・セロリ 1/2 本・にんじん  1/2 本・
玉ねぎ   1/2 個・パプリカ  1/2 個・レタス  ４枚・オリー
ブオイル   小さじ１・A（酢  大さじ１・砂糖  大さじ２・しょ
うゆ  小さじ１・トマトケチャップ  小さじ１）

【作り方】
① 水分をふき取った鯵に小麦粉を薄くまぶしておく。
②セロリ、にんじん、玉ねぎ、パプリカは千切りにし、み
じん切りにしたにんにくとオリーブオイルを熱したフライ
パンで炒める。
③ 野菜がしんなりしてきたらＡを加え、ひと煮立ちした
ら火を止める。
④サラダ油を熱したフライパンで①の両面を焼き、火が
通ったらレタスを敷いた皿に盛りつける。上から③をかけ
て出来上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 153㌔㌍、塩分 0.4㌘

鯵のムニエル
（高血圧予防メニュー）

堀　実
み

花
は な

さん（２年）

※作品は１年生時制作


